
令和７年度 第１回亀岡市いきいき長寿プラン推進協議会 

               と き：令和７年１１月１４日(金) 

                   午後１時３０分から 

ところ：亀岡市役所３階３０２・３０３会議室 

 

次      第 

 

１ 開  会 

 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

（１）亀岡市いきいき長寿プランの趣旨・概要について   資料１ 

（２）第９期亀岡市いきいき長寿プランの進捗状況について 資料２ 

 （３）第１０期亀岡市いきいき長寿プランの策定スケジュールについて 

 資料３ 

 （４）高齢者等実態調査について      

資料４－１、資料４－２、資料４－３、別紙 

 

 

４ 閉  会 



所属 団体名 委員名 備考

学識経験者 龍谷大学 松田　美智子

保健、医療、福祉等 亀岡市医師会 河野　秀彦

保健、医療、福祉等 亀岡市歯科医師会 荻野　茂

保健、医療、福祉等 亀岡市薬剤師会 国府　千香代

保健、医療、福祉等 亀岡市社会福祉協議会 山﨑　浩久

保健、医療、福祉等 亀岡市民生委員児童委員協議会 中西　明美

保健、医療、福祉等 公益社団法人　亀岡市シルバー人材センター 浦　邦彰

保健、医療、福祉等 社会福祉法人　利生会 細川　景子

保健、医療、福祉等 社会福祉法人　友愛会 前渕　功

保健、医療、福祉等 亀岡市老人クラブ連合会 林　昭

市民代表 亀岡市自治会連合会 堀田　稔

市民代表 市民代表 谷奥　正憲

市民代表 市民代表 岩坂　静子

行政機関 京都府南丹広域振興局 庄田　昭彦

亀岡市いきいき長寿プラン推進協議会委員名簿
（令和６年７月１日～令和８年６月３０日：敬称略）



 

 
１ 

 

亀岡市いきいき長寿プラン及び推進協議会の趣旨・概要 

 

〇「亀岡市いきいき長寿プラン」とその目的 

 亀岡市は高齢者の福祉施策全般に関する「高齢者福祉計画」と、介護保険サービ

ス量の見込み等を示す「介護保険事業計画」を『いきいき長寿プラン』（３年を１

期）として一体的に策定し、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづく

りを目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇亀岡市いきいき長寿プラン推進協議会について 

 

本市では、学識経験者、保健・医療・福祉等の関係者、市民の代表、行政機関の

関係者等を委員とする亀岡市いきいき長寿プラン推進協議会を設置し、いきいき長

寿プランの策定や施策の推進を図るため、協議・検討をいただいています。 

 

任期：２年 

 

→亀岡市いきいき長寿プラン推進協議会設置要綱（平成２０年告示第７号） 

＜いきいき長寿プラン(第９期)冊子 P148＞ 

 

 

資料１ 

 

亀岡市いきいき長寿プラン 

亀岡市高齢者福祉計画 

（老人福祉法第２０条の８） 

亀岡市介護保険事業計画 

（介護保険法第１１７条） 

３年を１期として一体的に計画を策定 
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○今期計画までの国の動き 

 国は、第６期計画（平成２７～２９年）からは、「団塊の世代」全員が７５歳と

なり介護需要が大幅に増加するとされている２０２５年を見据え、高齢者が住み慣

れた地域で自立した日常生活を営むことができるよう、医療、介護、介護予防、住

まい及び自立した日常生活の支援が包括的に確保される体制(地域包括ケアシステ

ム)を構築することを示してきました。 

また第８期計画からは、団塊ジュニア世代が６５歳以上に到達し、高齢化が進展

すると予想される２０４０年を見据えた地域共生社会の実現を図っていくことを示

してきました。 

第９期計画（今期）では、介護サービス基盤の計画的な整備、地域包括ケアシス

テムの更なる深化・推進に向けた取組、地域包括ケアシステムを支える介護人材確

保及び介護現場の生産性を向上することを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

H30
(2018)

H31/R1
(2019)

R2
(2020)

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

R7
(2025)

R8
(2026)

R9
(2027)

R10
(2028)

R11
(2029)

…
R22

(2040)

…

2025年を視野に入れて取り組む計画

2040年を視野に入れて取り組む計画

第７期計画 第８期計画 第９期計画 第10期計画

見直し 見直し 見直し 見直し

団塊の世代が75歳に▲ 団塊ジュニア世代が65歳に▲

「地域包括ケア計画」の 

スタート 

「地域包括ケアシステム」 

の推進 

「地域包括ケアシステム」 

の深化・推進 
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令和７年度 亀岡市いきいき長寿プラン推進協議会 予定（案） 

 

※その他の議事がある場合は適宜加えることとする。 

 日 時 内    容 

令和７年度 

第１回 

１１月１４日

（金） 

①亀岡市いきいき長寿プランの趣旨・概要について 

②第９期亀岡市いきいき長寿プランの進捗状況について 

③第１０期亀岡市いきいき長寿プランの策定スケジュール

について 

④高齢者等実態調査について 

 

第２回 

 

３月頃 

 

①高齢者等実態把握調査の結果について 

②第９期計画策定に向けた国の動向について 

 



亀岡市いきいき長寿プラン　第９期　基本施策の数値目標一覧

基本方針：地域包括ケアシステムの深化・推進

目標指標
令和6年度
（2024）

※実施見込含
実施内容 自己評価 自己評価の理由 課題と対応策 中長期的な課題

年42回以上

84回

相談件数 8,560件

7人以上

7人

年30件以上

39件

年7回以上

44回

7包括

5包括

年2回

4回

年7回以上

10回

年7回以上

28回

基

本

目

標

１

　

地

域

包

括

ケ

ア

シ

ス

テ

ム

の

強

化

（

１
）

相

談

体

制

・

支

援

体

制

の

強

化
（

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ
ー

の

機

能

強

化
）

地域包括支援センターが生
活支援コーディネーターと
地域ケア推進会議開催に向

けた連携

Ａ
予定どおり実施できた。
令和7年度は新たな国の指針に合わせた内容で
実施する。

・介護予防ケアマネジメント研修（7/11）
・グリーフケア研修（8/1）
・全方位型アセスメント研修（10/21、11/15）

地域包括支援セン
ターにおける機能
強化職員の配置人

数

訪問調査実施件数

予定どおり実施できた。

各地域包括支援セ
ンターと生活支援
コーディネーター

の連携回数

施策の方向

地域包括支援セン
ター出張相談の実

施回数① 総合相談支援の充実
地域包括支援センター出張

相談の実施

地域包括支援センター職員
（３職種）の確保

地域包括支援センター職員
に対する研修の実施

配置基準を満たし
ている地域包括支

援センター数

地域包括支援セン
ター職員に対する

研修の実施

機能強化職員等の配置

包括及び市で生活状況調査
（訪問調査）を実施

③ 包括的・継続的なケアマ
ネジメントの充実

具体的な取組基本施策（活動／アウトプッ
ト）

数値目標
※ある場合のみ

※上段：目標値　下段：実績値

予定どおり実施できた。

地域ケア推進会議の実施等で、包括と生活支援コーディネー
ターとの連携を行った。

Ａ

Ｃ
南部包括とつつじケ丘包
括で社会福祉士が欠員

令和７年度の地域包括支援センター委託料を増
額した。
令和７年度に２包括とも社会福祉士欠員は解消
した。

委託料の増額など対応して
いるが、専門職の不足が課
題となっている。

Ｂ 予定どおり実施できた。

スーパーや地域のイベント等で包括の出張相談を実施した。

３職種以外に機能強化職員を配置した。

10月から市と包括で対象者を選定し、訪問調査を実施した。 予定どおり実施できた。

７つの日常生活圏域に地域包括支援センターを設置した。

Ａ

Ａ 予定どおり実施できた。

医療・介護・福祉の専門職で事例を検討し、地域課題を把握す
る会議を開催した。

開催回数

Ａ

開催回数

予定どおり実施できた。

④ 地域包括支援センター職
員の質の向上と負担軽減

⑤ 地域ケア会議の強化

地域ケア推進会議の開催

地域ケア個別会議の開催

基本目標

② 介護予防ケアマネジメン
トの充実

令和６年度

地域自治会、民生児童委員、医療・介護・福祉の専門職などが
参画したネットワークを構築するための会議を地域で開催し
た。

Ａ

高齢福祉課
地域包括ケア推進

係

高齢福祉課
地域包括ケア推進

係

高齢福祉課
地域包括ケア推進

係

高齢福祉課
地域包括ケア推進

係

高齢福祉課
地域包括ケア推進

係

担当

高齢福祉課
地域包括ケア推進

係

高齢福祉課
地域包括ケア推進

係

高齢福祉課
地域包括ケア推進

係

資料２

1 ページ



亀岡市いきいき長寿プラン　第９期　基本施策の数値目標一覧

基本方針：地域包括ケアシステムの深化・推進

目標指標
令和6年度
（2024）

※実施見込含
実施内容 自己評価 自己評価の理由 課題と対応策 中長期的な課題

施策の方向 具体的な取組基本施策（活動／アウトプッ
ト）

数値目標
※ある場合のみ

※上段：目標値　下段：実績値
基本目標

令和６年度
担当

資料２

1人

1人

1つ

1つ

3人

4人

3つ

5つ

16団体

17団体

1人

1人

亀岡市生活支援体制整備推進協議会（3/25）を開催

生活支援コーディネーター
の設置

集いの場の把握、担い手の
発掘

就労的支援コーディネー
ターの設置

（

２
）

生

活

支

援

体

制

整

備

の

推

進 高齢者通いの場支
援事業助成金の交

付団体数

就労的支援コー
ディネーター設置

数

①　生活支援体制整備の推進

２層協議体の数

SC設置数（１層）

１層協議体の数

SC設置数（２層）

Ａ

Ｂ

・地域で開催のフレイル予防特化型介護予防事
業等の講座終了後の市民の活動の場づくりにつ
ながるよう啓発し、地域の通いの場の増加・充
実を図る。

予定どおり実施できた。

・高齢者通いの場支援
・介護予防に資する活動助成

Ａ

予定どおり実施できた。
来年度は２層協議体から委員を追加する。

Ｂ
いきいき健幸ポイント制度や重曹的支援体制整備事業との連
携。

住民主体の移動支援、ともいきさん活動、ともいきさん個人事
業主、世代ごちゃまぜの地域活動、地域活動者交流会の５つの
テーマで２層協議体を開催。

必要なテーマに応じて実施できた。

基

本

目

標

１

　

地

域

包

括

ケ

ア

シ

ス

テ

ム

の

強

化

高齢福祉課
地域包括ケア推進

係

高齢福祉課
地域包括ケア推進

係

高齢福祉課
地域包括ケア推進

係

健康増進課
健康づくり係

高齢福祉課
地域包括ケア推進

係

2 ページ



亀岡市いきいき長寿プラン　第９期　基本施策の数値目標一覧

基本方針：地域包括ケアシステムの深化・推進

目標指標
令和6年度
（2024）

※実施見込含
実施内容 自己評価 自己評価の理由 課題と対応策 中長期的な課題

施策の方向 具体的な取組基本施策（活動／アウトプッ
ト）

数値目標
※ある場合のみ

※上段：目標値　下段：実績値
基本目標

令和６年度
担当

資料２

年1回

年1回

120人

63人

年40回

10回

80人

69人

400人

264人

年15回程度

年7回

3人

10人

1人

1人

100%

100%

年1回

1回

82人

認知症初期集中支援チーム

認知症高齢者事前登録制度

広報回数

Ａ

制度をもっと広く広報周知する必要がある。
来年度に配布物を見直すため、それに併せた広
報を実施する。

Ｂ

Ｂ 予定通り実施できた。

認知症地域支援推進員

（

３
）

認

知

症

施

策

の

推

進

開催回数

参加者数

開催回数

のべ参加者数（年
間）

サポーターの養成
数（年間）

サポーター養成講
座　実施回数

活動しているサ
ポーター数

認知症地域支援推
進員の配置

ケースが概ね6か月
で医療・介護につ

ながる割合

登録者数(年度末)

② 認知症支援体制の整備と
関係機関の連携

認知症市民公開講座

認知症カフェ

認知症サポーターの育成

① 認知症への理解を深める
ための知識の普及啓発

Ｃ
目標値の1/2程の参加者
数であったため。

Ａ

認知症地域支援推進員研修
受講

Ａ

チーム員と包括支援センター職員、医療機関が連携した

Ｂ

目標値の1/2程の参加者数であったため、趣向
を変えた啓発が必要。令和8年度は講演ではな
く映画上映を検討する。

目標値の1/2程の参加者数であったため、趣向
を変えた啓発が必要。令和7年度は講演ではな
く映画上映を検討する。

若年性認知症支援コーディネーターと若年性認知症当事者によ
る講演。

若年性認知症支援コーディネーターと若年性認知症当事者によ
る講演。

10月から3か月を1クールとし、利用者を変えて2クール実施。
（送迎付）

小学校5校で実施、
市民向け講座を2回実施

小学校5校で実施、
市民向け講座を2回実施

認知症サポーター養成講座実施

相談直後から関係機関が連携し、迅速に対応で
きた。この体制を継続していく必要がある。

Ａ

対象地域を限定した開催になっているため、他
地域での開催も検討する。

広報誌10月号に掲載 Ｂ

Ａ 予定通り実施できた。

これまでは市職員が受講していたが、令和7年
度は地域包括支援センターの職員が受講し、よ
り地域支援に活かす予定。

基

本

目

標

１

　

地

域

包

括

ケ

ア

シ

ス

テ

ム

の

強

化

高齢福祉課
地域包括ケア推進

係

高齢福祉課
高齢者支援係

高齢福祉課
高齢者支援係

高齢福祉課
高齢者支援係

高齢福祉課
高齢者支援係

高齢福祉課
高齢者支援係

高齢福祉課
高齢者支援係

高齢福祉課
高齢者支援係

高齢福祉課
高齢者支援係

高齢福祉課
高齢者支援係

3 ページ



亀岡市いきいき長寿プラン　第９期　基本施策の数値目標一覧

基本方針：地域包括ケアシステムの深化・推進

目標指標
令和6年度
（2024）

※実施見込含
実施内容 自己評価 自己評価の理由 課題と対応策 中長期的な課題

施策の方向 具体的な取組基本施策（活動／アウトプッ
ト）

数値目標
※ある場合のみ

※上段：目標値　下段：実績値
基本目標

令和６年度
担当

資料２

概ね月1回

概ね月1回

年2回以上

年1回

年10回以上

年11回

年5回以上

年3回

230人

261

391人

491

100人

140人

400人

380人

年3回

年4回

11回

17回

9か所

9か所

2,800人

3,000人

（

４
）

在

宅

医

療

・

介

護

の

連

携

推

進

② 地域の関係者との関係構
築・人材育成

① 介護予防・日常生活支援
サービス事業の取組

開催回数

開催回数

実施回数

かめおか医療連携研究会の
開催

① 在宅医療・介護の連携の
実態把握、課題の検討、課題

に応じた施策立案

亀岡市地域医療・介護・福
祉連携推進会議の開催

利用者数（訪問）

利用者数（通所）

健康教育開催回数

のべ参加者数

・出前健康講座の周知・健康づくりや介護予防
に関する講座内容の充実を図る。

③ 在宅医療・介護の連携に
向けた基盤強化

・出前健康講座の周知については、引き続き、
啓発を図る。

Ａ

②一般介護予防事業の推進

介護予防・生活支援サービ
ス事業

介護予防教室

体力測定事業

「出前健康講座」

介護予防拠点活動事業

情報交換会の開催

市民への啓発活動の実施

実施場所の数

参加実人数（年
間）

参加者数（年間）

広報回数

推進会議での決定事項について、各部会活動を
実施し、地域医療・介護・福祉の連携推進をは
かる。

終活講演会は、参加希望者が多かったため、年
２回の講演もしくは中央型とは別に少人数での
開催等検討が必要。

・健康いきいきフェスティバル　1回　コーナー参加者35人
・終活講演会　1回　参加者191人
・出前タウンミーティング　1回

数値目標は未達成となっ
たが、本年度は、中央型
の終活講演会を１回開催
することを目標として活
動した。

会議の開催回数

Ｃ

・かめおか医療連携研究会　１回（ＡＣＰに関する講演、亀岡
市版ＡＣＰ「わたしの想い」紹介及び活用事例の紹介、パネル
ディスカッション。参加者７８人）

ざっくばらんの会　１１回
毎回テーマを設定し、ざっくばらんに意見交換をし、困っていることの共有
や相談、情報共有発信等の場とした。

Ａ

Ａ

・キラリ☆ココカラ介護予防塾（中央・地域・イベント）を開
催しフレイル予防を実施。

・フレイル予防に特化した介護予防講座を実施（16回シリー
ズ・5か所）
・週1回通所の介護予防事業を実施（4か所）

Ａ

Ａ

より多くの人に参加してもらえるよう、現在参
加できていない医師や関係者が参加しやすい方
法の１つとして開催曜日を隔月で変えるなど調
整する。

・介護予防への意識を高め、事業の定期開催や
地域やイベント開催等を通じ、市民の介護予防
への取り組みの導入を促す。

・地域市民グループ等からの依頼により、保健師・管理栄養
士・健康運動指導士・歯科衛生士等の講師を派遣し・健康教育
を実施

Ａ

・運動やフレイル予防の意識を高め、体力測定
事業の利用啓発を図る。

・出前健康講座の広報（広報かめおか２回)、LINEでの広報1回
実施。その他ホームページの掲載、健康づくりに関する事業で
の広報を随時、実施している。

・体力測定及び結果説明を兼ねた健康パワーアップ講座を市内
各地域で16回開催

Ａ

・フレイル予防を図る介護予防拠点活動を支援
し、市内の活動拠点の増加・継続を図る。

・推進会議　１回
・各部会活動・委員会活動１回／１～２カ月

Ｃ

集合型での研究会の開催
は１回であり、目標値の
２回以上には到達してい
ないがYoutubeでの動画
公開で多くの関係者に閲
覧していただいたと考え
る。
また、管内で開催されて
いる他の研究会の啓発・
参加や、情報交換会を年
1回開催して関係者のス
キルアップや関係づくり
に努めた。

関係者のスキルアップと関係づくりのため、継
続的に開催することや、新規参加者が参加しや
すい場づくりやテーマ等の工夫が必要。
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Ａ

健康増進課
健康づくり係

健康増進課
健康づくり係

健康増進課
健康管理係

健康増進課
健康づくり係

健康増進課
健康づくり係

高齢福祉課
介護事業所係

健康増進課
健康づくり係

健康増進課
健康づくり係

健康増進課
健康管理係

健康増進課
健康管理係

健康増進課
健康管理係
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亀岡市いきいき長寿プラン　第９期　基本施策の数値目標一覧

基本方針：地域包括ケアシステムの深化・推進

目標指標
令和6年度
（2024）

※実施見込含
実施内容 自己評価 自己評価の理由 課題と対応策 中長期的な課題

施策の方向 具体的な取組基本施策（活動／アウトプッ
ト）

数値目標
※ある場合のみ

※上段：目標値　下段：実績値
基本目標

令和６年度
担当

資料２

年1回

年１回

31%

26.10%

年12回

年8回

14か所

19か所

100％

58.20%

健康増進課
健康づくり係

ハイリスク者への支援(新
規）

通いの場への支援
支援対象となる

「通いの場」の数

特定保健指導の実
施率

（

２
）

健

康

づ

く

り

の

推

進

と

介

護

予

防

の

一

体

的

な

実

施

健康イベント（健
康いきいきフェス
ティバル）の開催

回数

健康相談開催回数

支援実施率

健康教育・健康相談

各種健診（検診）の実施

健康づくりの普及啓発

① 健康づくり支援の充実

② 高齢者の保健事業と介護
予防の一体的な実施

・実施主体である保険医療課と連携し、特定健
診及び特定保健指導の利用率を高める啓発や質
の高い、集団指導や個別指導ができるよう充実
を図る。

・亀岡市高齢者通い場事業助成金事業の申請団体や自治会で活
動している団体を含め、地域包括支援センター等と情報共有や
連携をしながら、
２０か所の通いの場の人に対して健康教育を実施した。

Ａ

今後も通いの場でポピュレーションアプローチ
を実施し、健康維持、増進に努める必要がある
ため継続する。亀岡市高齢者通い場事業助成金
の申請団体を主に健康教育を実施しているが、
自治会や社会福祉協会、地域包括支援センター
等と連携をとりながら新規の団体への介入や通
いの場の人に対する支援を検討し充実を図る。

Ｂ

・①～⑤のハイリスク対象者に対し訪問等の個別指導を実施
①健康状態不明者：99.2％（129人/130人）
②糖尿病重症化予防コントロール不良者：92.3％（36人/39人）
③糖尿病等治療中断者：75％（3人/4人）
④腎機能不良未受診者：100％（1人/1人）
⑤口腔機能低下者：26.4％（43人/163人）
①～⑤の支援平均実施率：78.6％

・全対象者には、郵送等で健康づくりや介護予防に関する資料等案内
している。啓発実施率：100％

Ｂ

Ｃ

・令和6年度特定健診の特定保健指導対象者に積極的保健指導・
動機づけ保健指導を実施。
・実施（参加）率24.0％
　（積極的保健指導実施率：10.5％、動機づけ保健指導実施
率：27.5％）

・健康相談事業の開催回
数は10回であったが、
常時電話相談や窓口相
談、必要時来所や訪問に
より、個別相談を実施し
ている。また、その他の
事業内で相談に応じてい
る。

・目標に達していない。

　受診勧奨や、情報提供を実施することができ
ているが、支援必要者の受診までつなげること
が難しく、次年度フォローを必要とする継続支
援者が出ているため、動機づけとなる支援が必
要である。
　今後も健康状態の把握と共に必要な医療機関
やサービスへつなげていく。

・健康相談事業の周知を図るとともに、健康増
進課の保健師や管理栄養士、健康運動指導士、
歯科衛生士の周知を図り、個別相談等の身近な
利用にもつなげていく。

・健康いきいきフェスティバル　1回　来場者412人

幅広い世代の人に参加してもらえるように日
時・会場レイアウト等を工夫する。また、健康
意識が低い人や若い人の来場を促す内容を検す
る。

・健康相談を定例・中央型で5回開催し、出張健康相談2回、イ
ベント型で3回実施、その他随時健康相談を電話や窓口相談で実
施

Ｂ
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健康増進課
健康管理係

健康増進課
健康づくり係

健康増進課
健康づくり係

健康増進課
健康づくり係
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亀岡市いきいき長寿プラン　第９期　基本施策の数値目標一覧

基本方針：地域包括ケアシステムの深化・推進

目標指標
令和6年度
（2024）

※実施見込含
実施内容 自己評価 自己評価の理由 課題と対応策 中長期的な課題

施策の方向 具体的な取組基本施策（活動／アウトプッ
ト）

数値目標
※ある場合のみ

※上段：目標値　下段：実績値
基本目標

令和６年度
担当

資料２

500人

1,014

80%

93.08%

4,220人

2,575人

5,535人

5,322人

370日

341日

4,900人

3,551人

1,500人

1,098人

660人

512人

子どもから高齢者までの自主的・継続的なス
ポーツライフの実現に向けたサポートを行うた
め、幅広い世代に向けた実施内容や現在の参加
者のニーズにあった内容の工夫が今後の課題で
あり、内容を検討する中で、市民が誰でも気軽
に参加できる事業をさらに推進する。

Ｃ

Ｃ
昨年度からは増加してい
るが、目標人数には達し
なかった。

① 活動機会の拡充

老人クラブの活動支援

生涯学習等

老人福祉施設（介護予防セ
ンター）の活用促進

外出促進
（敬老乗車券の販売）

老人クラブイベン
ト

参加者数

購入者実人数

使用日数

のべ利用者数

三大シンボル講座
（コレ-ジュ・ド・
カメオカ、生涯学
習市民大学、丹波
学トーク）のべ参

加者数

Ａ

さわやか教室は30年以上実施してきた事業であ
り、高齢者の生きがいづくりや学びの場として
多くの方に受講いただいている。健康寿命を延
ばすことへの市民の関心は高く、フレイル予
防、認知症予防等の講座への希望は多いため、
運動や脳トレ、心を動かすといった様々な学習
を日々の生活に生かしていくことを目指してい
る。
今後は開催場所をガレリアかめおか以外の様々
な地域で開催するなど、より一層受講者が参加
しやすいよう工夫をしながら、また地域での開
催が新たな居場所のきっかけになるように継続
する。

目標未達成のため

かめおか市民スポーツ
フェスティバルの参加者
が大幅に減少したことに
より目標達成ができな
かった。

高齢者の生きがい活動を支援し、介護予防事業の実施並びに介
護知識及び介護予防の普及を図るため、亀岡市介護予防セン
ターを設置し、自治会と指定管理の協定を締結し管理してい
る。

2,000冊限定で販売し、庁内以外での出張販売や広報など行う。

高齢者が増加するなかで重要な役割を担ってい
く機関として安定的に運営がなされるよう、シ
ルバー人材センターへ運営支援を継続する。

高齢者の生きがいと健康づくりのため、その運営を支援した。

開講式
第１講座　フレイル予防－楽しみながら健康なからだづくりを
学ぼう！－
　　　　　講師：佛教大学　保健医療技術学部　白星　伸一さ
ん

第２講座　楽しく健活しよう！ー見直そう！命を守る水―
　　　　　講師：（株）明治食育セミナー担当　管理栄養士
高井　紀子さん

第３講座　懐かしの学び舎で童謡・唱歌に親しもう！ーハーモ
ニカ・ヘルマンハープとともに―
　　　　　講師：ハーモニカ奏者　八木　敏光さん
　　　　　　　　日本ヘルマンハープ振興会　インストラク
ター　山本　泰子さん

第４講座　スポーツでコミュニケーション！－卓球バレー・モ
ルック・ボッチャにチャレンジ－
　　　　　講師：亀岡市スポーツ推進委員協議会　スポーツ推
進委員１３名

第５講座　笑いの伝承－落語を楽しもう！－
　　　　　講師：落語家　笑福亭　仁嬌さん

第６講座　阪神淡路大震災から３０年を経てー北摂・丹波山地
の地震活動とともに考えるー
　　　　　講師：元京都大学防災研究所准教授　片尾　浩さん

第７講座　２２０年の伝統を現代へ通用するワザに－からだに
もこころにもやさしい京菓子を－
　　　　　講師：（株）亀屋良長　取締役　吉村　由依子さん
閉講式

参加者数が増えることは必
要であるが、気軽に参加で
きる機会の創出を主たる目
的に実施しているため、会
場の規模等も考慮しなが
ら、参加者が安全に参加で
きる環境づくりと参加者数
増加のバランスが課題であ
る。

（

３
）

高
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者

の
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く

り
）

高齢者の就労機会の確保、就業を通じた生きがい創出に、並び
に安定した運営ができるように毎年運営補助金を交付する。

コレージュ・ド・カメオカは２回開催
生涯学習市民大学は１０回開催（館外研修２回含む）
丹波学トークは１回開催

Ｃ ２冊購入者が多かった。

講師や講座のテーマにより参加者数の増減が激
しい。R7以降は、人生110年時代に即した講師
やテーマを選定し、幅広い年代の方に参加いた
だけるよう工夫していく。

② 就労機会の拡大

Ａ

市民がスポーツを実施する機会を提供し、生涯を通じてスポー
ツに親しめる環境づくりを促進した。（かめおか市民スポーツ
フェスティバル　ほか7件）

会員数

Ｃ

令和５年度実績の使用日
数３２８日、のべ利用者
３．０６３人と比べると
増加しているが、数値目
標を達成できなかった。

生涯スポーツ事業
参加者

シルバー人材センターの活
動支援

亀岡市さわやか教
室の受講者にアン
ケートを行い、

日々の生活に活か
したい具体的な内
容が得られたと答

えた人の割合
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Ｃ

高齢福祉課
高齢者支援係

社会教育課

市民力推進課

生涯スポーツ課

高齢福祉課
高齢者支援係

高齢福祉課
高齢者支援係

高齢福祉課
高齢者支援係
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亀岡市いきいき長寿プラン　第９期　基本施策の数値目標一覧

基本方針：地域包括ケアシステムの深化・推進

目標指標
令和6年度
（2024）

※実施見込含
実施内容 自己評価 自己評価の理由 課題と対応策 中長期的な課題

施策の方向 具体的な取組基本施策（活動／アウトプッ
ト）

数値目標
※ある場合のみ

※上段：目標値　下段：実績値
基本目標

令和６年度
担当

資料２

年1回以上

年1回以上

年1回

年1回

年3回以上

3回

③福祉サービス利用援助事業
の活用

社会福祉協議会における福
祉サービス利用補助事業の

活用
実績件数 0件

高齢福祉課
高齢者支援係

年12回以上

14回

① 介護保険外入所施設・高
齢者向け住宅の充実

軽費老人ホーム、サービス
付き高齢者住宅の充実

市内の軽費老人
ホーム・サービス
付き高齢者住宅の

戸数

33戸
高齢福祉課
高齢者支援係

④ 養護老人ホームへの入所
措置

養護老人ホームへの入所措
置

措置件数 2人
高齢福祉課
高齢者支援係

90%

91.8%

700件

829件

命のカプセル（新
規配付＋情報シー

ト配付）
1,388件

年1回

年1回

330件

364名

前年度から減少
（令和６年52

件）

52件

緊急性のある事案の広報に課題があるが、市
LineやFacebookを活用して広報していく。

亀岡市高齢者虐待防止ネットワーク会議(R7年2月14日)

Ｂ

予定どおり実施できた

② 成年後見制度の利用促進

中核機関運営委員会（8月20日・11月26日・3月25日）を開催。

関係機関との連携強化

高齢者虐待ネット
ワーク会議の開催
（各機関の役割確
認を必須とする）

Ａ

予定どおり実施できた

（

３
）

安

全

・

安

心

な

生

活

環

境

づ

く

り

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

避難行動要支援者
名簿（同意者）に
対する個別避難計

画の作成率

命のカプセル新規
配付数

命のカプセル普及
啓発（市広報掲

載）

自主返納者支援事
業申請者数

高齢者事故件数
（令和5年68件）

民生委員児童委員協議会と契約し、配布を実施した。

令和６年１０月１日に広報した

市民の理解促進のための啓発として、地域での
研修会等を通じて、周知していく必要がある。

Ａ

② 命のカプセル等の配付

高齢者による交通事故を防ぐため、７０歳以上の高齢者に対
し、運転免許証の自主返納を促す取り組みを行っており、交通
安全対策として取り組んだ。

中に封入している救急医療情報シートが更新さ
れていない、保管場所が適切でない等の課題が
ある。

③ 交通安全対策の充実

① 災害時における要支援者
の避難支援体制の整備

（

２
）

住

ま

い

の

整

備

（

１
）

権

利

擁

護

の

促

進

高齢化社会による交通事故防止の観点から今後
も自主返納を促す取り組みに努める。

作成済みの計画について、
より実用的な計画となるよ
う、福祉専門職や自治会、
民生委員等と連携しながら
更新していく必要がある。

毎月広報かめおか、ホームページに啓発記事を掲載（12回）
市Facebookに啓発記事掲載（2回）

Ａ

権利擁護支援の地域連携
ネットワークにおける中核

機関運営

消費者被害防止の啓発

① 高齢者虐待の防止

④ 消費者被害対策の強化 

中核機関運営委員
会の開催

広報回数

早期発見・防止に向けた取
組

専門職等への周知
及び市民への啓発

・高齢化が進み、人口の高
齢者の占める割合が上がる
ことで、高齢者が事故の当
事者となる可能性が上がる
と考えられる。事故の当事
者とならないように交通安
全の意識を向上させたい。
・高齢者の方々に、ご自身
の認知機能・身体機能を理
解し、安全運転継続の意識
を高めていただくことが課
題。

送付対象者に対して、回
答者数が３３６人であ
り、返信率は高くはな
い。（約４８％）

命のカプセルの普及

令和６年１月にデータ更新をし、３月に対象者となりうる方６
９６人へ確認書類を作成、送付。

運転免許証の自主返納

基

本

目

標

３

　

高

齢

者

の

安

全

・

安

心

な

暮

ら

し

を

支

え

る

体

制

づ

く

り

要支援者の避難支援体制の
充実

自治防災課

消費生活センター
（市民課）

高齢福祉課
高齢者支援係

高齢福祉課
地域包括ケア推進

係

高齢福祉課
高齢者支援係

地域福祉課
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亀岡市いきいき長寿プラン　第９期　基本施策の数値目標一覧

基本方針：地域包括ケアシステムの深化・推進

目標指標
令和6年度
（2024）

※実施見込含
実施内容 自己評価 自己評価の理由 課題と対応策 中長期的な課題

施策の方向 具体的な取組基本施策（活動／アウトプッ
ト）

数値目標
※ある場合のみ

※上段：目標値　下段：実績値
基本目標

令和６年度
担当

資料２

250人

213人

80.4%

79.0%

7件

10件

年1回

年1回

3事業所

３事業所

40人

51人

7件

5件

年1回

年1回

25件

26件

全件実施

全件実施

30件

57件

全件実施

全件実施

100%

100%

100%

100%

前年度に比べ、自治会加
入率が減少してしまった
ため。

今後も、自治会加入率維持に向けて、転入者へ
の案内、開発業者への指導等により、自治会加
入促進を進めていく必要がある。

ライフスタイルの多様化等
により、自治会の加入率が
徐々に減少し、自治会の維
持が困難になる可能性があ
ると考えられる。自治会の
意義を広く伝え、自治会加
入率の維持を目指したい。

男性参加者が少ないため、活動受入団体を福祉
施設だけでなく、自治会や学校など多様な団体
にしていく必要がある。

Ｂ

Ｃ

居宅介護（介護予
防）支援事業所の

運営指導件数

要介護認定の委託
調査の事後点検

Ｃ

策定率

Ｃ
昨年度からは増加してい
るが、目標値には到達し
なかった。

④ 防災・感染症対策の推進

事業所において業務継続計
画（BCP)の策定

介護給付適正化の推進

Ｂ

事業所毎に5年に1回の
スパンで計画的に実施し
ている

Ａ

Ｂ

目標値を超える待機者数
となった

令和6年11月13日開催
（ビデオ会議型）

・活動受入団体（43団体）でボランティア受け入れ
・交換ポイント数200,700ポイント

介護人材の確保・育成

ケアプラン点検の
件数

集団指導の実施

新規指定事業所数

Ｂ介護サービスの質の確保

（

１
）

介

護

保

険

サ
ー

ビ

ス

Ｂ

①介護サービスの確保

②人材確保及び質の向上

③介護給付の適正化の推進
（介護給付適正化計画）

運営指導時　４５件
業者委託分　１２件
計　　　　　５７件

Ｂ

Ｂ

Ａ

いきいき健幸ポイント制度 参加者登録数

高齢者を見守る地域コミュ
ニティの育成

介護人材確保助成
事業の件数

自治会加入世帯数

基

本

目

標

４

　

介

護

保

険

を

は

じ

め

と

し

た

サ
ー

ビ

ス

基

盤

の

整

備

（

４
）

地

域

活

動

・

地

域

交

流

の

支

援
（

地

域

福

祉

活

動

や

地

域

コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

の

育

成
）

医療情報との突
合・縦覧点検

特養待機者の減少介護離職ゼロに向けた取組

研修の実施回数

介護支援専門員の質・専門
性の向上

② 市民活動団体・組織の育
成・支援 

Ｃ

令和6年7月18日開催

・ケアステーションゆず
・ヘルパーステーション　ぷれケアセンター
・三愛の里居宅介護支援事業所

実施率

地域密着型サービ
ス事業所の運営指

導件数

事業所において避難訓練の
実施

①ボランティア・NPO活動の
促進

自治会活動への参加促進事業
自治会活動の住民への周知事業

自治防災課

高齢福祉課
介護事業所係

高齢福祉課
介護事業所係

高齢福祉課
介護事業所係

Ｂ
高齢福祉課
介護事業所係

高齢福祉課
介護事業所係

高齢福祉課
地域包括ケア推進

係

高齢福祉課
介護事業所係

高齢福祉課
介護事業所係

高齢福祉課
介護事業所係

高齢福祉課
介護事業所係

高齢福祉課
介護事業所係

高齢福祉課
介護事業所係

高齢福祉課
介護事業所係

8 ページ



亀岡市いきいき長寿プラン　第９期　基本施策の数値目標一覧

基本方針：地域包括ケアシステムの深化・推進

目標指標
令和6年度
（2024）

※実施見込含
実施内容 自己評価 自己評価の理由 課題と対応策 中長期的な課題

施策の方向 具体的な取組基本施策（活動／アウトプッ
ト）

数値目標
※ある場合のみ

※上段：目標値　下段：実績値
基本目標

令和６年度
担当

資料２

寝具洗濯乾燥消毒事業 実施件数 2件
ねたきり状態や尿失禁により、寝具の衛生管理が困難な高齢者に、寝
具の洗濯乾燥消毒サービスを行なった。

高齢福祉課
高齢者支援係

緊急通報装置設置事業 新規設置件数 33件
緊急通報装置一式の設置。緊急通報がなされた場合はセコムの緊急要
員が高齢者の自宅に急行する。

高齢福祉課
高齢者支援係

高齢者自立支援住宅改修費
助成金交付事業

交付件数 1件 介護保険の認定を受けていない人を対象に、住宅改修の費用を助成。
高齢福祉課
高齢者支援係

福祉電話設置事業 設置件数 0件 設置件数なし
高齢福祉課
高齢者支援係

40人

66人

介護用品支給事業 支給件数 296件
高齢福祉課
高齢者支援係

認知症高齢者等居場所確認
専用端末機貸与事業

貸与件数 0件
高齢福祉課

地域包括ケア推進
係

在宅高齢者介護激励金支給
事業

支給件数 1件
高齢福祉課
高齢者支援係

家族介護慰労金支給事業 支給件数 0件
高齢福祉課
高齢者支援係

②高齢者福祉サービスの周知
活動の実施

サービスガイドブックの作
成

配布冊数/作成冊数
1,100冊／1,100

冊
高齢者福祉サービスの広報誌として、ガイドブックを作成し、
関係機関に配布及び窓口に設置した。

高齢福祉課
高齢者支援係

基

本

目

標

４

　

介

護

保

険

を

は

じ

め

と

し

た

サ
ー

ビ

ス

基

盤

の

整

備

（

２
）

高

齢

者

福

祉

サ
ー

ビ

ス

①高齢者福祉サービスの整備
高齢者ごみ出し支援事業の

構築
利用者数

現状の収集体制におい
て、全ての申請に対応が
できない。

Ａごみ出しが困難な高齢者に対してのごみ出し支援事業の実施
障がい者等も含めた対象者
条件の設定

【課題】申請に対する審査が困難
【対応策】関係課における審査の実施

資源循環推進課
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第１０期プラン策定の調査から計画作成までのスケジュール
年月 亀岡市 京都府 国

令和７年 ７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

令和８年 １月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

令和９年 １月

２月

３月

４月

各種調査等に関する説明動
画配信

課長会議（第10期計画に関す
る基本的な考え方を提示）

介
護
保
険
部
会
で

制
度
改
正
の
議
論

（
制
度
改
正
準
備
）

課長会議（基本指針案の提示）

連絡会議等で市町村へ情報提供計画作成のための調査分析・準備

・調査内容を検討し、調査を実施

・調査結果、サービス給付実績等を分析・考察

・計画に盛り込む内容を検討
（随時）都道府県や市町村の医
療・介護担当者等の関係者による
協議の場を開催

サービス見込量等の設定作業開始

サービス見込量、保険料の仮設定

第１０期介護保険事業計画スタート

・介護保険事業計画を議会に報告（３月議会）
・必要に応じて介護保険条例の改正（３月議会）

R9年度当初予算
都道府県との調整

見える化システムで見込量と保険料を報告(～3月)

サービス見込み量の仮設定

国との調整
市町村の広域調整

推計ツール暫定版の提供

サービス見込量の設定作業

報酬改定率等の係数を設定

介護保険部会（基本指針
見直し議論）

推計ツール確定版の提供

都道府県との調整

連絡会議等で市町村へ情報提供

連絡会議等で市町村へ情報提供

介護保険事業支援計画を議会
に報告

委託事業者決定(9/24～)

いきいき長寿プラン
推進協議会

ニーズ調査

いきいき長寿プラン会議
(調査結果・国の考え方を踏まえて)

いきいき長寿プラン会議(11/14)

パブリックコメント

いきいき長寿プラン
推進協議会

いきいき長寿プラン
推進協議会

資料３

※令和７年8月８日公開 厚生労働省説明会資料引用



令和７年度高齢者等実態調査について

令和7年１１月14日 亀岡市いきいき長寿プラン推進協議会資料

高齢福祉課

資料４－１

1



令和７年8月８日公開 厚生労働省説明会資料 抜粋 2



3令和７年8月８日公開 厚生労働省説明会資料 抜粋



令和７年8月８日公開 厚生労働省説明会資料 抜粋 4



１ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査

調査の目的 総合事業の進捗管理・事業評価のために必要な地域診断を行う（地域課題の特定）

調査対象者 亀岡市の６５歳以上の高齢者で要介護１～５までの認定を受けていない者

調査方法 郵送によるアンケート

対象者数 ３，５００人（サンプル予定数 ２，１００人（回収率６０％））

令和７年度亀岡市高齢者等実態調査の実施について

２ 在宅介護実態調査

調査の目的 要介護者の在宅生活の継続・介護者の就労継続に有効な介護サービスの検討

調査対象者 市内の在宅で生活している要支援・要介護認定を受けている者（及びその介護を
している家族）

調査方法 認定調査員による聞き取り及び郵送によるアンケート

対象者数 郵送６００人（サンプル予定数 ３６０人（回収率６０％））、聞取り50人（予定数）

5



日 程 業務内容

令和７年 １１月
市民への周知（広報かめおか１１月１日号）
調査方法・内容の検討

〃 １２月初旬 対象者の抽出

〃 １２月下旬～
令和８年１月中旬

調査票の発送・回収

令和８年 １月下旬～
２月中旬

調査票の集計及び分析
調査報告書の作成

令和８年 ３月 調査報告書（電子データ）納品、業務完了

高齢者等実態調査・調査業務スケジュール

6



第１０期計画策定に向けた【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】の設問項目について

必＝必須項目、オ＝オプション項目、独＝市独自項目

選択肢 備考

問１ あなたのご家族や生活状況について

必 （１） 家族構成を教えてください。

 １．１人暮らし
２．夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）
３．夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下）
４．息子・娘との２世帯

 ５．その他（具体的に：　　　　　　　　　）

必 （２）
あなたは、普段の生活でどなたかの介護・
介助が必要ですか

１．介護・介助は必要ない　⇒（３）へ
２．何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けてい
ない
３．現在、何らかの介護を受けている（介護認定を受
けずに家族などの介護を受けている場合も含む）

オ  （２）-１
介護・介助が必要になった主な原因は何で
すか

１．脳卒中（脳出血・脳梗塞等）
２．心臓病
３．がん（悪性新生物）
４．呼吸器の病気(肺炎や気管支炎等)
５．関節の病気（リウマチ等）
６．認知症(アルツハイマー病等)
７．パーキンソン病
８．糖尿病
９．腎疾患（透析）
10．視覚・聴覚障がい
11．骨折・転倒
12．脊椎損傷
13．高齢による衰弱
14.その他（　　　　　　）
15.不明

オ  （２）-２ 主にどなたの介護、介助をうけていますか

 １．配偶者（夫・妻）
 ２．息子

３．娘
 ４．子の配偶者

 ５．孫
６．兄弟・姉妹

 ７．介護サービスのヘルパー
 ８．その他（             ）

必 （３） 現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感
じていますか

 １．大変苦しい
 ２．やや苦しい

３．ふつう
 ４．ややゆとりがある
 ５．大変ゆとりがある

オ （４）
お住まいは一戸建て、または集合住宅のど
ちらですか

 １．持家（一戸建て）
 ２．持家（集合住宅）

３．公営賃貸住宅
 ４．民間賃貸住宅（一戸建て）
 ５．民間賃貸住宅（集合住宅）

６．借家
  ７．その他（具体的に：　　　　　　　　）

独 （５）
６歳～３０歳の間で、学校に通っていたの
は合計で何年ですか

 （小学・中学・高校・大学など）
  合計　　　　　　年間　（※数字を記入）

問２ からだを動かすことについて

必 （１）
階段を手すりや壁をつたわらずに昇ってい
ますか

 １．できるし、している
 ２．できるけどしていない

３．できない

必 （２）
椅子に座った状態から何もつかまらずに立
ち上がっていますか

 １．できるし、している
 ２．できるけどしていない

３．できない

必 （３） １５分位続けて歩いていますか
 １．できるし、している

 ２．できるけどしていない
３．できない

独 （４）
以前に比べて歩く速度が遅くなってきたと
思いますか

 １．はい
 ２．いいえ

必 （５） 過去１年間に転んだ経験がありますか
 １．何度もある

 ２．１度ある
３．ない

必 （６） 転倒に対する不安は大きいですか

 １．とても不安である
 ２．やや不安である

 ３．あまり不安でない
４．不安でない

必 （７） 週に１回以上は外出していますか

 １．ほとんど外出しない
 ２．週１回

 ３．週２～４回
４．週５回以上

第１０期策定時
調査項目

資料４－２
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選択肢 備考
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調査項目

必 （８） 去年と比べて外出の回数が減っていますか

 １．とても減っている
 ２．減っている

 ３．あまり減っていない
４．減っていない

独 （９）
ウォーキング等の運動を週に１回以上して
いますか

 １．はい
 ２．いいえ

オ （10） 外出を控えていますか
 １．はい　⇒ (10)-1へ 

２．いいえ　⇒（11）へ

オ  （10）-１ 外出を控えている理由は、次のどれですか

 １．病気
２．障がい（脳卒中の後遺症など）

 ３．足腰などの痛み
４．トイレの心配（失禁など）

 ５．耳の障がい（聞こえの問題など）
６．目の障がい

 ７．外での楽しみがない
８．経済的に出られない

 ９．交通手段がない
10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

オ （11） 外出する際の移動手段は何ですか

 １．徒歩
 ２．自転車

３．バイク
 ４．自動車（自分で運転）

 ５．自動車（人に乗せてもらう）
６．電車

 ７．路線バス
 ８．病院や施設のバス

９．車いす
 10．電動車いす（カート）
 11．歩行器・シルバーカー

12．タクシー
  13．その他（具体的に：               　）

独  （11）-１
バスやタクシー乗車の際、敬老乗車券を利
用していますか

１．バスで利用
２．タクシーで利用
３．バス・タクシーで利用
４．利用していない

問３ 食べることについて

必 （１） 身長・体重を記入してください
身長　　　　　　　 cm
体重　　　　　　　 kg

独 （２） 食事は自分で食べられますか

１．できる
２．一部介助（おかずを切ってもらうなど）があれば
できる
３．できない

独 （３） １日３食きちんと食べていますか
 １．はい

２．いいえ

必 （４）
半年前に比べて固いものが食べにくくなり
ましたか

 １．はい
２．いいえ

オ （５） お茶や汁物等でむせることがありますか
 １．はい

 ２．いいえ

オ （６） 口の渇きが気になりますか
 １．はい

 ２．いいえ

オ （７）
歯磨き（人にやってもらう場合も含む）を
毎日していますか

 １．はい
２．いいえ

必 （８）
歯の数と入れ歯の利用状況を教えてくださ
い

 １．自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用
２．自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし

 ３．自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用
４．自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし

オ （８）-１ 噛み合わせは良いですか
 １．はい

 ２．いいえ

オ （８）-２ 毎日入れ歯の手入れをしていますか
 １．はい

 ２．いいえ

オ （９）
６か月間で２～３㎏以上の体重減少があり
ましたか

 １．はい
２．いいえ
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必 （10） どなたかと食事をともにする機会はありま
すか

 １．毎日ある
 ２．週に何度かある

３．月に何度かある
 ４．年に何度かある

 ５．ほとんどない

問４ 毎日の生活について

必 （１） 物忘れが多いと感じますか
 １．はい

 ２．いいえ

オ （２）
自分で電話番号を調べて、電話をかけるこ
とをしていますか

 １．はい
 ２．いいえ

独 （３）
周りの人から「いつも同じことを聞く」な
どの物忘れがあると言われていますか

 １．はい
 ２．いいえ

オ （４）
今日が何月何日かわからない時があります
か

 １．はい
２．いいえ

必 （５）
バスや電車を使って１人で外出しています
か

 １．できるし、している
 ２．できるけどしていない

３．できない

必 （６） 自分で食品・日用品の買物をしていますか
 １．できるし、している

 ２．できるけどしていない
３．できない

必 （７） 自分で食事の用意をしていますか
 １．できるし、している

 ２．できるけどしていない
３．できない

必 （８） 自分で請求書の支払いをしていますか
 １．できるし、している

 ２．できるけどしていない
３．できない

必 （９） 自分で預貯金の出し入れをしていますか
 １．できるし、している

 ２．できるけどしていない
３．できない

オ （10）
年金などの書類（役所や病院などに出す書
類）が書けますか

 １．はい
２．いいえ

オ （11） 新聞を読んでいますか
 １．はい

２．いいえ

オ （12） 本や雑誌を読んでいますか
 １．はい

 ２．いいえ

オ （13）
健康についての記事や番組に関心がありま
すか

 １．はい
 ２．いいえ

独 （14）
ふだんから家族や友人と付き合いがありま
すか

 １．はい
 ２．いいえ

独 （15）
体調が悪いときに、身近に相談できる人が
いますか

 １．はい
２．いいえ

オ （16） 友人の家を訪ねていますか
 １．はい

２．いいえ

オ （17） 家族や友人の相談にのっていますか
 １．はい

２．いいえ

オ （18） 病人を見舞うことができますか
 １．はい

２．いいえ

オ （19）
若い人に自分から話しかけることがありま
すか

 １．はい
２．いいえ

オ （20） 趣味はありますか
１．趣味あり（具体的に:　　　　　　）
２．思いつかない
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オ （21） 生きがいはありますか
１．生きがいあり（具体的に:　　　　　　　）
２．思いつかない

独 （22） あなたは周りの人の何割を信頼できますか

（信頼できる人が全くいない）０割
（信頼できる人がとても多い）１０割
０割 １割 ２割 ３割 ４割 ５割 ６割 ７割 ８割 ９割
10割

問５ 地域での活動について

必 （１）
以下のような会・グループ等にどれくらい
の頻度で参加していますか

      ① ボランティアのグループ１２３４５６
      ② スポーツ関係のグループやクラブ１２３４５６

      ③ 趣味関係のグループ１２３４５６
      ④ 学習・教養サークル１２３４５６

⑤（地域のサロンなど）
      介護予防のための通いの場１２３４５６

      ⑥ 老人クラブ１２３４５６
      ⑦ 町内会・自治会１２３４５６
      ⑧ 収入のある仕事１２３４５６

１．週４回以上 週
２．２～３回
３．週１回
４．月１～３回
５．年に数回
６．参加していない

必 （２）

地域住民の有志によって、健康づくり活動
や趣味等のグループ活動を行って、いきい
きした地域づくりを進めるとしたら、あな
たはその活動に参加者として参加してみた
いと思いますか

 １．是非参加したい
 ２．参加してもよい
 ３．参加したくない

４．既に参加している

必 （３）

地域住民の有志によって、健康づくり活動
や趣味等のグループ活動を行って、いきい
きした地域づくりを進めるとしたら、あな
たはその活動に企画・運営（お世話役）と
して参加してみたいと思いますか

 １．是非参加したい
 ２．参加してもよい
 ３．参加したくない

４．既に参加している

問６ たすけあいについて

必 （１）
あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてく
れる人

 １．配偶者
 ２．同居の子ども

３．別居の子ども
 ４．兄弟姉妹・親戚・親・孫

 ５．近隣
６．友人

  ７．その他（具体的に:　　　　　）　
８．そのような人はいない

必 （２）
反対に、あなたが心配事や愚痴（ぐち）を
聞いてあげる人

 １．配偶者
 ２．同居の子ども

３．別居の子ども
 ４．兄弟姉妹・親戚・親・孫

 ５．近隣
６．友人

 ７．その他（具体的に:　　　　　）
８．そのような人はいない

必 （３） あなたが病気で数日間寝込んだときに、看
病や世話をしてくれる人

 １．配偶者
 ２．同居の子ども

３．別居の子ども
 ４．兄弟姉妹・親戚・親・孫

 ５．近隣
６．友人

 ７．その他（具体的に:　　　　　）
８．そのような人はいない

必 （４） 反対に、看病や世話をしてあげる人

 １．配偶者
 ２．同居の子ども

３．別居の子ども
 ４．兄弟姉妹・親戚・親・孫

 ５．近隣
６．友人

 ７．その他（具体的に:　　　　　）
８．そのような人はいない

オ （５）
家族や友人・知人以外で、何かあったとき
に相談する相手を教えてください

 １．自治会・町内会・老人クラブ
 ２．社会福祉協議会・民生委員

３．ケアマネジャー
 ４．医師・歯科医師・看護師

５．地域包括支援センター・市役所
 ６．その他（　　　　　　　　　　　　）

７．そのような人はいない
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オ （６） 友人・知人と会う頻度はどれくらいですか

 １．毎日ある
 ２．週に何度かある

３．月に何度かある
 ４．年に何度かある

 ５．ほとんどない

オ （７） この１か月間、何人の友人・知人と会いま
したか

 １．０人（いない）
 ２．１～２人

３．３～５人
 ４．６～９人

 ５．１０人以上

オ （８）
よく会う友人・知人はどんな関係の人です
か

 １．近所・同じ地域の人
 ２．幼なじみ

３．学生時代の友人
 ４．仕事での同僚・元同僚
 ５．趣味や関心が同じ友人

６．ボランティア等の活動での友人
 ７．その他（具体的に:　　　　　　）

８．いない

問７ 健康について

必 （１） 現在のあなたの健康状態はいかがですか

 １．とてもよい
 ２．まあよい

 ３．あまりよくない
４．よくない

独 （２） 毎日の生活に満足していますか

 １．満足
 ２．やや満足
 ３．やや不満

４．不満

必 （３） あなたは、現在どの程度幸せですか

（※「とても不幸」を０点、「とても幸せ」を10点と
して、あてはまる点数を○で囲んでください）
（とても不幸）　　　　　　　　　　　　（とても幸
せ）
０点 １点 ２点 ３点 ４点 ５点 ６点 ７点 ８点 ９点
10点

必 （４）
この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつ
な気持ちになったりすることがありました
か

 １．はい
２．いいえ

必 （５）
この１か月間、どうしても物事に対して興
味がかわない、あるいは心から楽しめない
感じがよくありましたか

 １．はい
 ２．いいえ

オ （６） お酒は飲みますか

 １．ほぼ毎日飲む
 ２．時々飲む

 ３．ほとんど飲まない
４．もともと飲まない

必 （７） タバコは吸っていますか

 １．ほぼ毎日吸っている
 ２．時々吸っている

 ３．吸っていたがやめた
４．もともと吸っていない

必

独 （９） 万一、あなたが治る見込みのない病気に
なった場合、最期はどこで迎えたいですか

１．在宅（自宅・子どもの家・兄弟親族の家等）
２．在宅に準ずる施設（サービス付き高齢者住宅、有
料老人ホーム等）
３．介護保険施設（特別養護老人ホーム、老人保健施
設等）
４．病院等医療施設
５．その他（具体的に：　　　　　　　　　）

独 （10） 「フレイル」を知っていますか

 １．内容をよく知っている
２．内容を知っている

 ３．言葉をしっている　
４．知らない

現在治療中、または後遺症のある病気はあ
りますか

１．ない
２．高血圧
３．脳卒中（脳出血・脳梗塞等）
４．心臓病
５．糖尿病
６．高脂血症（脂質異常）
７．呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）
８．胃腸・肝臓・胆のうの病気
９．腎臓・前立腺の病気
10．筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）
11．外傷（転倒・骨折等）
12．がん（悪性新生物）
13．血液・免疫の病気
14．うつ病
15．認知症（アルツハイマー病等）
16．パーキンソン病
17．目の病気
18．耳の病気
19．その他（具体的に： 　  ）

（８）
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独 （11）
以下の５つの項目について、最近２週間の
あなたの状態に最も近いものに〇をつけて
ください

（１つの質問につき、１つだけ○）
      ① 明るく、楽しい気分で過ごした１２３４５６

    ② 落ち着いた、リラックスした気分で過ごした１２３
  ４５６

      ③ 意欲的で、活動的に過ごした１２３４５６
      ④ ぐっすりと休め、気持ちよくめざめた１２３４５６

 ⑤ 日常生活の中に、興味のあることがたくさんあった
     １２３４５６

１．まったくない
２．ほんのたまに
３．半分以下の期間を
４．半分以上の期間を
５．ほとんどいつも
６．いつも

独 （12） かかりつけ医はありますか
 １．はい

２．いいえ

独 （13） 定期的に歯科検診を受けていますか
 １．はい

２．いいえ

問８ 認知症にかかる相談窓口の把握について

必 （１）
認知症の症状がある又は家族に認知症の症
状がある人がいますか

 １．はい
２．いいえ

必 （２） 認知症に関する相談窓口を知っていますか
 １．はい

２．いいえ

問９ 介護保険サービスについて

独 （１） あなたの介護保険料についての経済的負担
感はどうですか

 １．負担は感じない
 ２．この程度ならよい
 ３．やや負担が大きい

４．負担が大きい

独 （２） サービス利用に伴う自己負担について経済
的負担感はどうですか

 １．負担は感じない
 ２．この程度ならよい

３．やや負担が大きい
４．負担が大きい
５．サービスを利用していない

独 （３）
あなたの介護サービスの利用について、ど
のようにお考えですか

１．できるだけ家族や自分で対応すべきであり、介護
サービスには頼らない
２．家族、自分、ボランティアや地域の人の力でも足
りない部分を介護サービスで補ってほしい
３．家族や自分だけでは対応できない部分について
は、介護サービスを利用したい
４．介護サービスを利用する権利があるのだから、で
きるだけ利用したい
５．その他（具体的に：　　　　　　　）

独 （４）
あなたは、介護サービスと保険料の関係に
ついて、どのようにお考えですか

１．介護保険料が今より高くなっても、施設や在宅
サービスの量を増やす方がいい　⇒ (4)-1､(4)-2へ
２．施設や在宅サービスの量は現状程度とし、保険料
も現状程度とするのがよい　⇒ (4)-3へ
３．サービスの量が低下しても、保険料が安いほうが
よい　⇒ (4)-3へ
４．その他（具体的に：　　　　　　）⇒ 次ﾍﾟｰｼﾞの
（5）へ

独 （４）-１

施設や介護サービスの量が増えるのであれ
ば、保険料の基準額は、いくらが適当だと
思いますか

 １．月5,196円～5,500円未満
２．月5,500円～6,000円未満

 ３．月6,000円～7,000円未満
４．月7,000円～8,000円未満

 ５．月8,000円以上
６．わからない

6



選択肢 備考
第１０期策定時

調査項目

独 （４）-２
施設や在宅サービスの量を増やすとした
ら、最も希望するのはどのサービスですか

（○は最も希望するもの１つだけ）
１．施設サービス（特別養護老人ホーム、老人保健施
設等）
２．訪問サービス（訪問介護（ホームヘルパーの訪
問）・訪問入浴・訪問看護（看護師の訪問））
３．通所サービス（通所系サービス（通所介護（デイ
サービス）・通所リハビリ））
４．短期入所生活介護（ショートステイ）…介護者の
不在等により一時的に施設に入所することができる
サービス
５．認知症対応型共同生活介護（グループホーム）…
認知症の人が介護を受けながら共同生活を送る施設

独 （４）-３
施設や在宅サービスの中で、なくなると最
も困るサービスは何ですか

（○は最も困るもの１つだけ）
１．施設サービス（特別養護老人ホーム、老人保健施
設等）
２．訪問サービス（訪問介護（ホームヘルパーの訪
問）・訪問入浴・訪問看護（看護師の訪問））
３．通所サービス（通所系サービス（通所介護（デイ
サービス）・通所リハビリ））
４．短期入所生活介護（ショートステイ）…介護者の
不在等により一時的に施設に入所することができる
サービス
５．認知症対応型共同生活介護（グループホーム）…
認知症の人が介護を受けながら共同生活を送る施設

独 （５）
保険料を財源として亀岡市独自のサービス
を行うとしたら、最も希望するのはどの
サービスですか

 １．外出の付添・見守り等
２．配食サービス
３．介護予防を目的とした体操教室や口腔教室等
４．健康に関する教室や介護者の支援事業

 ５．保険料が高くなるのであれば、希望しない

問10 その他

独 （１）
現在、利用している「介護保険サービス以
外」の支援・サービスについて、ご回答く
ださい

１．移送サービス（介護・福祉タクシー）
 ２．移送サービス（自治会や法人等のサービス）

３．見守り、声かけ
 ４．サロンなどの定期的な通いの場

５．配食
６．調理
７．買い物代行サービス

 ８．買い物宅配サービス
９．移動販売
10．ゴミ出し
11．外出同行（通院、買い物など）
12．その他（　　　　　　　　　　　　　）

 13．利用していない

〇削除選択肢
１．掃除・洗濯
２．買い物（宅配は含まない）

独 （２）
お住まいの地域について、困りごとの相談
をしたり、支援を受けやすいと感じますか

（※「全く感じない」を０点、「とても感じる」を10
点として、あてはまる点数を○で囲んでください）
（全く感じない）
（とても感じる）
０点 １点 ２点 ３点 ４点 ５点 ６点 ７点 ８点 ９点
10点

独 （３） お住まいの地域について、安心して在宅生
活を継続しやすいと感じますか

（※「全く感じない」を０点、「とても感じる」を10
点として、あてはまる点数を○で囲んでください）
（全く感じない）
（とても感じる）
０点 １点 ２点 ３点 ４点 ５点 ６点 ７点 ８点 ９点
10点

独 （４）
あなたは、この１年間に、どのくらいの現
金を寄付、募金をされましたか（現物によ
るものは相当額に換算してください。

１．100円未満　　　　　　　 ２．100円以上1,000円
未満
３．1,000円以上5,000円未満  ４．5,000円以上1万円
未満
５．１万円以上５万円未満　　６．５万円以上10万円
未満
７．10万円以上　　　　　　　８．寄付・募金はして
いない

就労について

現在のあなたの就労状態はどれですか

１．職に就いたことがない
２．引退した
３．常勤（フルタイム）
４．非常勤（パート・アルバイト等）
５．自営業
６．求職中
７．その他

新設
(国の
新オ
プ

ショ
ン）
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選択肢 備考
第１０期策定時

調査項目

【（１）において「２．引退した」の方の
み】
あなたはいつ引退しましたか

１．昭和〇〇年
２．平成〇〇年
３．令和〇〇年

健康について気をつけていることや取り組
んでいることはありますか

１．はい
２．いいえ

ロジックモデルの初期アウトカム「自分の心身の状態や
健康づくりへの関心が高まる」を「健康づくりや介護予
防の取り組みが行える」に見直す予定であり、初期アウ
トカムの評価を行うため新設

「地域包括支援センター」という名称を聞
いたことがありますか。

１．ある
２．ない

「地域包括支援センター」がどのような仕
事をしているか知っていますか。

１．よく知っている
２．知っている
３．あまり知らない
４．知らない

「成年後見制度」を知っていますか。

１．よく知っている
２．知っている
３．名前だけ知っている
４．知らない

「成年後見制度」を利用したいときに、ど
こに相談したらよいか知っていますか。

１．はい
２．いいえ

【問10】（１）の下に追加。
今後、利用してみたい「介護保険サービス
以外」の支援・サービスについてご回答く
ださい。

１．移送サービス（介護・福祉タクシー）
２．移送サービス（自治会や法人等が実施するもの）
３．見守り、声かけ
４．サロンなどの定期的な通いの場
５．配食
６．調理
７．買い物代行サービス
８．買い物宅配サービス
９．移動販売
10．ゴミ出し
11．外出同行（通院、買い物など）
12．その他（　　　　　　　　　　　　　）
13．利用したいものはない

ACP（アドバンス・ケア・プランニング）
や人生会議を知っていますか。

１．よく知っていて、取り組んでいる。
２．よく知っているが、取り組んでいない
３．聞いたことはあるが、よく知らない
４．知らない

ロジックモデルの初期アウトカム「在宅療養をあきらめ
る人がいない」を「医療と介護を必要な高齢者が、希望
する場所で、周りと調和をとりながら、大切にしている
ことを守りながら生活できる」に見直す予定であり、初
期アウトカムの評価を行うため新設

（可能であれば）日常生活で不安や困って
いることは何ですか。

地域包括支援センターの運営方針の評価を行うため新
設。

⇒もし設問数が多い場合は、「地域包括支援センター」
を知っていますかに統合も可

新設
（市
独

自）

「成年後見制度利用促進計画（第二期）」の見直しに向
けて、市民の成年後見制度や相談窓口の認知度を調査す

るため新設

移動販売やゴミ出しなど生活支援に対するニーズを調査
するため新設

１．部屋の掃除や片付け
２．風呂やトイレの掃除
３．買い物
４．食事の準備や片付け
５．洗濯、洗濯物干しや取り込み
６．ゴミの分別やゴミ出し
７．電球交換や高い所の作業
８．庭の手入れ
９．ペットの世話
10．外出時の付き添い
11．送迎
12．不用品の整理
13．布団の上げ下ろし、布団干し
14．預貯金の出し入れや引き出し
15．見守り・安否確認
16．話し相手・相談相手
17．特にない
18．その他（　　　　　　　　　　　　　）
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選択肢 備考
第１０期策定時

調査項目

認知症に対してどうようなイメージを持っ
ていますか？

１．できないことを自ら工夫して補いながら、今まで
暮らしてきた地域で今までどおり自立的に生活できる
２．医療・介護などのサポートを利用しながら、今ま
で暮らしてきた地域で生活していける
３．身の回りのことができなくなり、介護施設に入っ
てサポートを利用することが必要になる
４．暴言・暴力など周りの人に迷惑をかけてしまうの
で、今まで暮らしてきた地域で生活することが難しく
なる
５．症状が進行してゆき、何もできなくなってしまう
６．その他（　　　　　　　）

国の認知症施策推進基本計画の重点目標のＫＰＩ（ア
ウトカム指標）に基づき新設。

重点１：国民一人一人が「新しい認知症観」を理解して
いること。
・認知症や認知症の人に関する国民の基本的な知識の理
解
・国民における「新しい認知症観」の理解とそれに基づ
く振る舞いの状況

重点２：認知症の人の生活においてその意思等が尊重さ
れていること
・地域生活の様々な場面において、認知症の人の意思が
尊重され、本人が望む生活が継続できていると考えてい
る認知症の人及び国民の割合

重点３：認知症の人・家族等が他の人々と支え合いなが
ら地域で安心して暮らすことができること
・自分の思いを伝えることができる家族、友人、仲間が
いると感じている認知症の人の割合
・地域で役割を果たしていると感じている認知症の人の
割合
・認知症の人が自分らしく暮らせると考えている認知症
の人及び国民の割合

重点４：国民が認知症に関する新たな知見や技術を活用
できること
※アンケートにとるアウトカム指標ではない
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第１０期計画策定に向けた【在宅介護実態調査】の設問項目について

必＝必須項目、オ＝オプション項目、独＝市独自項目

選択肢 備考

必
まずはじめに、『Ａ票』にご回答い
ただくのは、どなたですか。（○は
いくつでも）

 １．調査対象者本人
２．主な介護者となっている家族・親族

 ３．主な介護者以外の家族・親族
４．調査対象者のケアマネジャー

 ５．その他（　　　　　　　）

Ａ票
調査対象者様ご本人について、お伺
いします

必 問１ 世帯類型について
１．単身世帯
２．夫婦のみ世帯
３．その他（　　　　　　　　　 　　）

必 問２

ご家族やご親族の方からの介護（同
居していない子どもや親族等からの
介護を含む）は、週にどのくらいあ
りますか

１．ない　⇒ 次のページの問８へ
２．家族・親族の介護はあるが、週に１日よりも少な
い
３．週に１～２日ある
４．週に３～４日ある
５．ほぼ毎日（週５日以上）ある
⇒２～５を選んだ方は問３へ

【問３～問７は、問２で｢2.｣～｢5.｣
のいずれかと回答した方（ご本人が
介護を受けている場合）のみ】

オ 問３
主な介護者の方は、どなたですか
※ ご本人からみた続柄でお答えくだ
さい

 １．配偶者
 ２．子

３．子の配偶者
 ４．孫

 ５．兄弟・姉妹
６．その他（　　　　 　　　）

オ 問４
主な介護者の方の性別について、ご
回答ください

 １．男性
２．女性

必 問５
主な介護者の方の年齢について、ご
回答ください

 １．20歳未満
 ２．20～29歳

３．30～39歳
 ４．40～49歳
 ５．50～59歳

６．60～69歳
 ７．70～79歳
 ８．80歳以上

９．わからない

オ

必 問７

ご家族やご親族の中で、ご本人（認
定調査対象者）の介護を主な理由と
して、過去１年の間に仕事（自営業
や農林水産業を含む）を辞めた方は
いますか（○はいくつでも）

１．主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）
２．主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた（転
職除く）
３．主な介護者が転職した
４．主な介護者以外の家族・親族が転職した
５．介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない
６．わからない

※ここから再び、全員の方にお伺い
します。

オ 問８

現在、利用している、「介護保険
サービス以外」の支援・サービスに
ついて、ご回答ください（○はいく
つでも）

 １．配食
２．調理

 ３．掃除・洗濯
４．買い物（宅配は含まない）

 ５．ゴミ出し
６．外出同行（通院、買い物など）

 ７．移送サービス（介護・福祉タクシー等）
８．見守り、声かけ

 ９．サロンなどの定期的な通いの場
10．その他（　　　　　　　　　）

 11．利用していない

調査項目

〔身体介護〕
 １．日中の排泄

２．夜間の排泄
 ３．食事の介助（食べる時）

４．入浴・洗身
 ５．身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

６．衣服の着脱
 ７．屋内の移乗・移動

８．外出の付き添い、送迎等
 ９．服薬

10．認知症状への対応
11．医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）
〔生活援助〕

 12．食事の準備（調理等）
13．その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）
14．金銭管理や生活面に必要な諸手続き
〔その他〕
15．その他（　　　　　　　）
16．わからない

現在、主な介護者の方が行っている
介護等について、ご回答ください
（○はいくつでも）

問６

資料４－３
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選択肢 備考調査項目

オ 問９

今後の在宅生活の継続に必要と感じ
る支援・サービス（現在利用してい
るが、さらなる充実が必要と感じる
支援・サービスを含む）について、
ご回答ください（○はいくつでも）

 １．配食
２．調理

 ３．掃除・洗濯
４．買い物（宅配は含まない）

 ５．ゴミ出し
６．外出同行（通院、買い物など）

 ７．移送サービス（介護・福祉タクシー等）
８．見守り、声かけ

 ９．サロンなどの定期的な通いの場
10．その他（　　　　　　　　　）

 11．特になし

必 問10
現時点での、施設等への入所・入居
の検討状況について、ご回答くださ
い

１．入所・入居は検討していない
２．入所・入居を検討している
３．すでに入所・入居申し込みをしている

オ

オ 問12
ご本人（調査対象者）は、現在、訪
問診療を利用していますか

１．利用している
２．利用していない

オ 問13
現在､介護保険サービスを利用してい
ますか

１．利用している　⇒問13-1へ
２．利用していない　⇒問13-2へ

【（前ページの）問13で「1. 利用し
ている」と回答した方にお伺いしま
す】

【Ｊの選択肢】
１か月あたりの利用回数

 １．利用していない
 ２．１回

３．２回
 ４．３回
 ５．４回

職種
 １．医師

 ２．歯科医師
３．薬剤師

 ４．管理栄養士
 ５．歯科衛生士等

【（前ページの）問13で「2. 利用し
ていない」と回答した方にお伺いし
ます】

ご本人（調査対象者）が、現在抱え
ている傷病について、ご回答くださ
い（○はいくつでも）

問11

 １．脳血管疾患（脳卒中）
２．心疾患（心臓病）

 ３．悪性新生物（がん）
４．呼吸器疾患

 ５．腎疾患（透析）
６．筋骨格系疾患（骨粗しょう症､脊柱管狭窄症等）

 ７．膠原病（関節リウマチ含む）
８．変形性関節疾患

 ９．認知症
10．パーキンソン病

 11．難病（パーキンソン病を除く）
12．糖尿病

 13．眼科・耳鼻科疾患（視覚･聴覚障害を伴うもの）
14．その他（　　　　　　　　　）

 15．なし
16．わからない

以下の介護保険サービスについて、
令和７年11月1日～30日（１か月）の
間の利用状況をご回答ください（Ａ
～Ｊ欄に沿って順番にそれぞれ１つ
に○）
Ａ．訪問介護（ホームヘルプサービ
ス）
Ｂ．訪問入浴介護
Ｃ．訪問看護
Ｄ．訪問リハビリテーション
Ｅ．通所介護（デイサービス）
Ｆ．通所リハビリテーション（デイ
ケア）
Ｇ．認知症対応型通所介護（デイ
サービス）
Ｈ．小規模多機能型居宅介護
Ｉ．ショートステイ
Ｊ．居宅療養管理指導

【Ａ～Ｇの選択肢】
１週間あたりの利用回数（それぞれ１つに○）

 １．利用していない
 ２．１回
 ３．２回
 ４．３回
 ５．４回

６．５回以上
【Ｈの選択肢】
利用の有無

 １．利用していない
２．利用した
【Ｉの選択肢】
１か月あたりの利用日数

 １．利用していない
 ２．１～７日程度

３．８～14日程度
 ４．15～21日程度

 ５．22日以上問13-1独
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選択肢 備考調査項目

オ 問13-2
介護保険サービスを利用していない
理由は何ですか（○はいくつでも）

１．現状では、サービスを利用するほどの状態ではな
い
２．本人にサービス利用の希望がない
３．家族が介護をするため必要ない
４．以前、利用していたサービスに不満があった
５．利用料を支払うのが難しい
６．利用したいサービスが利用できない、身近にない
７．住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用するた
め
８．サービスを受けたいが手続きや利用方法が分から
ない
９．その他（　　　　　　　　　　）

Ｂ票
主な介護者の方について、お伺いし
ます

必 問１
主な介護者の方の現在の勤務形態に
ついて、ご回答ください

１．フルタイムで働いている
２．パートタイムで働いている
⇒１または２を選んだ方は問2-1～問2-3についてお答
えください
３．働いていない
４．主な介護者に確認しないと、わからない
⇒ ３または４を選んだ方は次のページの問３へ

【問2-1～問2-3は、問１で「1.ﾌﾙﾀｲ
ﾑ」または「2.ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ」で働いてい
ると回答した方のみ】

必 問2-1

主な介護者の方は、介護をするにあ
たって、何か働き方についての調整
等をしていますか（○はいくつで
も）

１．特に行っていない
２．介護のために、『労働時間を調整（残業免除､短時
間勤務､遅出･早帰･中抜け等）』しながら、働いている
３．介護のために、『休暇（年休や介護休暇等）』を
取りながら、働いている
４．介護のために、『在宅勤務』を利用しながら、働
いている
５．介護のために、｢2.｣～｢4.｣ 以外の調整をしなが
ら、働いている
６．主な介護者に確認しないと、わからない

オ 問2-2

主な介護者の方は、勤め先から特に
どのような支援があれば、仕事と介
護の両立に効果があると思いますか
（○は主なもの３つまで）

１．自営業・フリーランス等のため、勤め先はない
２．介護休業・介護休暇等の制度の充実
３．制度を利用しやすい職場づくり
４．労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制な
ど）
５．働く場所の多様化（在宅勤務・テレワークなど）
６．仕事と介護の両立に関する情報の提供
７．介護に関する相談窓口・相談担当者の設置
８．介護をしている従業員への経済的な支援
９．その他（　　　　　　　　　　）
10．特にない
11．主な介護者に確認しないと、わからない

必 問2-3
主な介護者の方は、今後も働きなが
ら介護を続けていけそうですか

１．問題なく、続けていける
２．問題はあるが、何とか続けていける
３．続けていくのは、やや難しい
４．続けていくのは、かなり難しい
５．主な介護者に確認しないと、わからない

※全員の方にお伺いします。

必

〔身体介護〕
 １．日中の排泄

２．夜間の排泄
 ３．食事の介助（食べる時）

４．入浴・洗身
５．身だしなみ（洗顔・歯磨き等）
６．衣服の着脱

 ７．屋内の移乗・移動
８．外出の付き添い、送迎等

 ９．服薬
10．認知症状への対応
11．医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）
〔生活援助〕

 12．食事の準備（調理等）
13．その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）
14．金銭管理や生活面に必要な諸手続き
〔その他〕
15．その他（　　　　　　　　　　　　　　）
16．不安に感じていることは、特にない
17．主な介護者に確認しないと、わからない

現在の生活を継続していくにあたっ
て、主な介護者の方が特に不安に感
じる介護等について、ご回答くださ
い（○は主なもの３つまで）

問３
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選択肢 備考調査項目

あなたは、自分らしく暮らせている
と思いますか。

１．思う
２．思わない
３．わからない

在宅生活の様々な場面において、あ
なたの意思が尊重され、自分の望む
生活が継続できていると思います
か。

１．思う
２．思わない
３．わからない

新設
（市独
自）

国の認知症施策推進基本計画の重点目標のＫＰＩ（アウトカ
ム指標）に基づき新設。

重点１：国民一人一人が「新しい認知症観」を理解している
こと。
・認知症や認知症の人に関する国民の基本的な知識の理解
・国民における「新しい認知症観」の理解とそれに基づく振
る舞いの状況

重点２：認知症の人の生活においてその意思等が尊重されて
いること
・地域生活の様々な場面において、認知症の人の意思が尊重
され、本人が望む生活が継続できていると考えている認知症
の人及び国民の割合

重点３：認知症の人・家族等が他の人々と支え合いながら地
域で安心して暮らすことができること
・自分の思いを伝えることができる家族、友人、仲間がいる
と感じている認知症の人の割合
・地域で役割を果たしていると感じている認知症の人の割合
・認知症の人が自分らしく暮らせると考えている認知症の人
及び国民の割合

重点４：国民が認知症に関する新たな知見や技術を活用でき
ること
※アンケートにとるアウトカム指標ではない
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相談者のニーズに沿った相談支援ができる 

住み慣れた地域で暮らし続けるための資源がある 

認知症になっても自分らしく生活できる 

在宅療養をあきらめる人がいない 

介護予防、重度化防止が定着する 

自分の心身の状態や健康づくりへの関心が高まる 

年齢にとらわれず、 
生きがいや役割を持つ高齢者が増える 

高齢者の尊厳と人権が尊重され、 
生活維持のための支援体制が充実している 

生活支援の必要な高齢者が地域での生活を 
続けられるよう住まいを確保する 

災害等の緊急事態を含めて高齢者の 
安全と安心を確保できる 

高齢者が地域福祉活動や地域コミュニティの育成に 
おいて長年培ってきた知識や経験を活かせる 

介護サービスを必要とする高齢者が 
過不足なくサービスを受けることができる 

困難を抱える高齢者やその家族が必要な時に 
必要な福祉サービスを利用することができる 

高齢になっても 

住み慣れた地域で

自分らしく生活 

することができる 

心身の状態がよい

高齢者が増える 

高齢者の 

安全・安心な生活

が確保されている 

介護サービスや 

高齢者福祉サービ

スが充実している 

「
自
分
は
健
康
で
あ
る
」
と
感
じ
て
い
る
人
が
多
い 

※
基
本
施
策
と
初
期
ア
ウ
ト
カ
ム
の
関
係
は
次
の
ペ
ー
ジ
に
、
活
動
／
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は 

「
２
．
基
本
施
策
に
お
け
る
数
値
目
標
」
に
記
載
し
ま
し
た
。 

相談者のニーズに沿った相談支援ができる 

住み慣れた地域で暮らし続けるための資源がある 

認知症になっても自分らしく生活できる 

医療と介護を必要とする高齢者が希望する場所で周
りと調和を図り、大切にしていることを守りながら

生活できる 

介護予防、重度化防止の意識が高まる 

健康づくりや介護予防の取り組みが行える 

年齢にとらわれず、 
生きがいや役割を持つ高齢者が増える 

権利擁護のための支援体制がある 

生活支援の必要な高齢者が地域での生活を 
続けられるよう住まいを確保する 

災害等の緊急事態を含めて高齢者の 
安全と安心を確保できる 

高齢者が地域福祉活動や地域コミュニティの育成に 
おいて長年培ってきた知識や経験を活かせる 

介護サービスを必要とする高齢者が 
過不足なくサービスを受けることができる 

困難を抱える高齢者やその家族が必要な時に 
必要な福祉サービスを利用することができる 

 

別紙 

亀岡市いきいき長寿プラン冊子Ｐ１１０～１１１引用 


